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データマネジメント構想策定支援サービス

データマネジメント構想とは？

お客様に合わせた効果のあるデータマネジメント施策を策定

データを活用して、ビジネス価値を最大化するためには、データを資産化しなければなりません。
資産化するためには、継続的なデータマネジメントが重要であり、企業のビジネス戦略に合わせて
データマネジメントの構想策定をする必要があります。
データマネジメントの重要性を理解している企業は、データを資産化する活動を経営責任として実行して
いますが、構想のない企業は、都度、データ要求やデータ課題に対して、短期的な施策を乱発するだけ
で、データで企業を強くすることはできません。それはデータに関する活動の継続性がなく、データを強みと
して差別化のできている企業と比較すると、雲泥の差が生まれていると言えます。

データマネジメント構想では、データマネジメントを推進することで、ビジネスにおける競合優位を実現し、
自社の強みとなるかを練ります。他社事例をベースとしたベストプラクティスやテンプレートをそのまま適
用をしても、自社の強みとはならないため、お客様に即したデータマネジメント施策を選定し、長期に
わたるデータライフサイクルにあわせて維持管理する骨格を作ります。これを実現させるためには、戦略
的な視点と豊富な経験をもった専門家と明確な手順が必要となります。
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データから、より高い企業価値を引き出すための企業活動

ゴール：データ活用によって競争優位を実現する。
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【データマネジメント】

【データガバナンス】

監督

立法機能（ポリシー、規定）、司法機能（課題管理と報告）
、行政機能（教育サービス、監視責任）の配備

ゴール：
組織がデータを資産としてマネジメントできるようにする

価値創出・提供

社会・企業
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管理レベル

【初期】

場当たり的な状態

【反復可能】

管理された状態

【定義済】

定義された状態

【監視】

定量的に管理された、

測定できる状態

【継続的改善、文化の醸成】

最適化している状態

データ利活用状況 データとして活用 情報として活用 知識として活用 洞察できる
（組織として）

知恵になっている

組織的状況
多くの場合、データ活用は場当たり的

であり、安定した環境を提供しない。

管理されており反復可能で、一貫した

結果が得られる。計画、実践、測定、

統制がなされているが、全社標準がな

されていない

組織として標準化された定義が確立

しており、時が経つにつれ標準プロセス

は改善される。

実施プロセスを安定化し、さらに実績

を予測するモデルを持つことで、有効

性を効果的に制御することができる。

（予測可能性の保持）

段階的および革新的な技術的進歩

を通じた継続的な改善ができている。

（組織における変化と機会にすばやく

対応する能力の保持）

1 データ戦略およびデータマネジメント戦略

データに関する戦略がなく場当

たり的である

個々の組織でデータに関する戦

略を考えている

企業としてデータに関する戦略

が策定され全体的に共有され

ている

企業としてデータに関する戦略

が策定され、実行結果が適切

に計測され評価されている。

継続的に革新的なデータ戦略

が策定され、企業全体が成長

している。

2 データマネジメント組織

データマネジメント組織がない。

もしくは、活動できていない。

データマネジメントが個々の組

織の取り組みとして認知されて

おり、その組織で管理が実行さ

れている

データマネジメント組織が全社

的に定義され、活動が認知され

ている。

データマネジメント組織としての

取り組みをモニタリングし、組織

評価が出来ている。

ビジネスの成長とともにデータマ

ネジメント組織を変革させ、最

適化できている

3 データガバナンス

データガバナンスに関する活動

が定義されていない。もしくは活

動がされていない

データガバナンスを個々の組織

として実行している。

データガバナンスに関する施策

（ガバナンス戦略、規約・ルー

ル、手順）などが、全社的に定

義され、活動が認知されてい

る。

データガバナンスに関する活動を

モニタリングし、評価が出来てい

る。

データガバナンスに関すル短期

的な目標、中長期的な目標を

それぞれ達成することができ、ま

た成長させるために継続的な改

善を行っている。

4 データアーキテクチャ

システムアーキテクチャが無い。

もしくは、部分的なシステムアー

キテクチャしかなく、場当たり的

なシステム導入がなされている。

主要部門や主要システムに関

するデータを把握し、アーキテク

チャとして策定できている。

企業全体のデータとその活用要

件を把握し、データに関するあ

るべき姿（青写真）とロード

マップが描けている。

※エンタープライズ・アーキテク

チャが策定されている。

企業全体のデータの利活用状

況やシステム環境のモニタリング

とその評価がなされている。

外部環境や内部環境の変化

や、ビジネスや技術的進歩に従

い、継続的にエンタープライズ・

アーキテクチャが常に最適化さ

れている。

5 データモデリングとデザイン

各システム開発において、デー

タモデリングに関するルールがな

く、管理されていない

主要なシステムに関して、データ

モデリングが作成され管理され

ている

企業全体でのデータモデリング

標準が定義され、各システム開

発で共通の手法に則ってデータ

モデリングが作成され、管理され

ている。

企業全体でデータモデリング品

質の評価がされ、一定の品質

を担保している。

企業全体でのデータモデリング

文化が構築され、データモデリン

グ人材育成の育成とスキル向

上が継続的になされている。

6 データストレージとオペレーション

DBAなどの定義がなく、個々の

システム開発者やシステム運用

担当者がDB管理をしている。

主要なシステムに関して、データ

ベース管理がなされている。

データベース管理に関する標準

化がなされており、適切な運用

がされている。

DBMS（データベース管理シス

テム）などで全社的にデータ

ベースの状況がモニタリングがさ

れている。

ビジネスや技術的進歩に従い、

常に最適化な環境下でデータ

ベースが管理されており、バック

アップ、リカバリ、パフォーマンスな

ど最高の状態を保っている。

7 データセキュリティ管理

システムログインのパスワードや

権限設定レベルの部分的な対

応しかできていない。

主要なシステムや組織で、デー

タセキュリティに関する対応や管

理がなされている。

全社的にデータ・セキュリティー

に関する基準が定められてお

り、それに則って設計や運用が

なれている

データ・セキュリティーに関する監

視が適切になされており、リスク

に関する対策が適切にとられて

いる。

ビジネスや技術的進歩に合わ

せてデータ・セキュリティーに関す

る対策が最新かつ最適になって

おり、万全となっている。また、そ

れらに関して継続的改善が常

に行われている。

8 データ統合と相互運用性

それぞれの組織、業務、システ

ムで自由に定義しており、データ

統合管理できる状態ではない。

それぞれの組織、業務、システ

ムに合わせてそれぞれの形でIF

設計やデータ移行がなされてい

る。（個別最適）

全社的にデータに関するリネー

ジュ（来歴や行方、所在、変

化）やデータ統合に関する考え

方が定義されており、そのアーキ

テクチャに従い実現されている。

データに関するライフサイクルが

モニタリングできる状態になって

おり、リネージュ（来歴や行方、

所在、変化）に関する情報が

把握できる。

ビジネスや技術的進歩にとらわ

れず、運用できるようなデータ流

通設計がなされており、

またデータの変化に対して常に

最適化されている状態である。

9 ドキュメントとコンテンツ管理

ドキュメントやコンテンツ管理に

関して何も対応されておらず、

不明確なルールで個々のサー

バーで管理されているのみであ

る。

それぞれの組織、業務、システ

ムでドキュメントやコンテンツ管

理がなされている（個別最

適）

ドキュメントとコンテンツ管理に関

して全社的標準化がなされてお

り、共通の環境で取得できる状

態である。

ドキュメントとコンテンツ管理状

況がモニタリングできる状態にに

なっており、データ分析などでも

利用されている。

非構造系のデータがビジネスや

技術的進歩に合わせて最適化

されており、分析結果なども踏

まえてノウハウとして提供できる

状態となっている。

10 参照データとマスタデータ

マスタデータが共通管理されて

おらず、個々のシステムで対応

している。

主要のマスタデータが共通管理

されている

企業全体で共通管理すべきマ

スタデータとその運用プロセスが

定義されている。

企業全体で共通管理すべきマ

スタデータとその運用プロセスが

監視できる状態になっており、

利活用できるようにクレンジング

などが行われている。

企業全体で共通管理すべきマ

スタデータとその運用プロセスが

常に監視されており、最新で且

つ最適な状態に維持されてい

る。

（ゴールデンレコードの継続的

な管理と改善）

11 データウエアハウジングとビジネスインテリジェンス

システムを横断した情報系デー

タの取得がままならず、個々の

システムでのデータ活用に閉じ

ている。

それぞれの組織、業務、システ

ムで必要となる情報系データを

収集し、それぞれの目的に合わ

せて利活用している。

全社的なデータ利活用に関す

る情報要求が整備されており、

それらを実現するためのDW、

BIやデータレイクといったアーキ

テクチャが整備されており、BIな

どの技術要件が標準化されて

いる。

全社視点で必要となる情報系

データが集約されており、格納さ

れているデータの状態が適切に

モニタリングできる状態となってい

る。

また、それらのデータを基にビジ

ネスに関する予測等で利用され

ている。

情報系データの活用状況がノウ

ハウとして蓄積され、データ利活

用文化の醸成につながってい

る。

12 メタデータ

メタデータ管理がされておらず、

システムごとに定義情報がバラ

バラである。

それぞれの組織、業務、システ

ムで必要となるメタデータをそれ

ぞれで管理している。

全社視点でデータの定義情報

が標準化されており、取得でき

る状態となっている。

データ・ディクショナリ以外のメタ

データ管理する仕組みが導入さ

れており、情報資源に関する定

義が監視できる状態になってい

る。

企業全体ので情報資源管理

が最適化されており、メタデータ

管理や改善活動が徹底されて

いる。

13 データ品質

実施できていない。個人レベル

の取り組み

個々の組織でデータ品質に関

する取り組みをしている。

全社的なデータ品質要件が取

りまとめられており、データ品質

基準が標準化されている。

データ品質に関するモニタリング

がされており、データに関する評

価がなされている。

データ品質に関する改善活動

（データガバナンス）が最適化

されており、ビジネスで求められ

る品質のデータが常に提供でき

る状態となっている。

14 ビッグデータとデータサイエンス

データ分析に関する活動は行わ

れていない。または個人的な活

動に閉じている。

必要な組織、業務、システムな

どでビッグデータなどのデータ分

析が行われている

ビッグデータやデータ分析に関す

る活動が全社的に行われてお

り、認知されている。

データ分析結果に関する洞察

や所見が公開されており、ビジ

ネス活動における予測に貢献し

ている。

データ活用やデータ分析に関す

る活動が会社全体として文化

的に醸成しており、データが強

みとなっており、競合他社との差

別化を図っている。

QUNIE
データマネジメント
アセスメント表

評価と
目標設定

お客様が実施すべき施策
（方針とロードマップ）

1. データガバナンス
① データポリシー
② データ標準と手順
③ ガバナンス体制の構築

2. データアーキテクチャ
① 全社データ要件の管理
② データ構造の全体最適化

3. データモデリング
4. マスタデータマネジメント
5. データHUB
6. ・・・
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戦略的視点での検討
戦略的なアプローチでビジネス目的を達成するためのデータ施策をご提示させて
いただくことで、データマネジメントの価値と重要性を理解していただけます。

実現するための
さまざまなサービス

構想策定だけではなく、データマネジメントを具体化し、推進していくためのさまざ
まなサービスを提供しています。お客様の状況に合わせたサービスを選択すること
で、競合他社に負けないデータを資産化できる力を身に付けていただくことができ
ます。

データマネジメントの
豊富な経験と知識

データに関するさまざまな施策を提供できるノウハウを保持しており、
お客様のご要望にあわせて、最適解をご提示いたします。

Why QUNIE ?

QUNIEでは、グローバルなデータマネジメント知識体系に精通し、戦略的な視点と豊富な経験をもっ
たデータの専門家が、データマネジメント構想策定をご支援をいたします。

戦略的データマネジメント アプローチ

データを資産化する活動は、長期的な視点と様々な観点が求められます。
データは複雑であり、増殖し、変化を求められ、戦略的なアプローチで対応しなければ、永遠にデータ
課題が解消しません。
QUNIEは、明確な手順を保持しており、お客様のニーズに即した施策をご提示します。


